
全盲生徒の数学授業の紹介

対象生徒：普通科３年女子（全盲）

対象授業：数学演習（１対１授業）



（第０段階;ICTを活用しない授業）
生徒：点字教科書とパーキンスブレイラーでノー
トテイク。

教師：通常教科書と点字教科書。授業は口頭。生
徒のノートテイクは目視で確認。





（第１段階）
生徒：点字教科書、ノートテイクをBrailleMemo
で行う。

教師：通常教科書と点字教科書。授業は口頭。生
徒のノートテイクはモニター画面で確認。



ブレイルメモの入力内容を墨字で確認

イメージでいうと、「ブレイルメモがパ
ソコンの本体兼キーボードでモニターが
教師側に向いている」ということ。





利点

生徒側：BrailleMemoを使用することで、誤字の直しが容易。墨字

同様、問題用紙と解答用紙が一体化されるので、数学で

いえば、問題の式を書き直す等の手順が省かれる。打ち

込んだ内容がすべてデータ保存できるので、フォルダ整

理等の能力が身につけばノート整理が容易。

教師側：BrailleMemoのモニター表示は墨訳も出てくるので内容の

把握が容易。



（第２段階、現在）
生徒：第１段階と同じ
教師：通常教科書と点字教科書。授業は口頭とＰ
Ｃで６点入力（板書代わり）し、点字ディスプレ
イ「清華」で表示。生徒のノートテイクはモニ
ター画面で確認。



生徒は、教師が入力したものを「清華」で確認。
それをBrailleMemoに書き写す。

生徒側の操作で行移動も可能





利点

墨字でいうところの板書を用いた授業が展開できる。

数学でいえば、𝑥2 − 4𝑥 − 5 = 0 の２次方程式の計算で、

𝑥 − □ 𝑥 + □ = 0 と穴埋め問題式で提示することができ

る。課題プリントの解法説明などにも有効。



ここが穴埋め
出題部分


